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特別養護老人ホーム 六尾の郷 
概要 

平成11年4月 開設 

 入所者60床 ショートステイ10床 
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施設内 委員会と内容 
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ヒヤリ・事故 
発生 

報告書作成 

 
・ 内出血 ・ 表皮剥離 ・裂傷 

（大小関係なく全て報告） 
・ 転倒 ・ 転落 

検証 
再発防止策立案 

再発防止策の 
周知 

・データー化 
・グラフ作成 
分析 

職員報告 

・ 発見者 ・ 事故防止委員 
・ 主任（副主任） ・ 相談員

4 

事故報告 
・事故内容と再発防止策の説明 
※ 事故内容、大小関係なく連絡
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データー 
介護者に 
よるもの 
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グラフ① 
利用者×事故内容 
⇒個々の利用者により起こりやすい事故の 
  内容が一目瞭然 
  事故の多い利用者の把握 
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グラフ② 

発生・発見時間×月間事故件数 
⇒発生しやすい時間と内容が明確 
   となり分析しやすい 



・ 防げる事故は無かったのか 
・ 介護者による事故について    
  何が原因か 
・ 同じ人に同じ事故が続く事のは  
  なぜか 

分 析 

介護の統一 ・ 意識付け 

着目Points！ 
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事故種類×年間事故件数 

内出血 



原因が分からない内出血が多く 
増え続ける事故報告書 
 
ケア会議でS様にスポットを当て 
対応策を話し合う 
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内出血を減らしたい！ 

職員の思い 
・ これ以上、内出血を増やしたくない！ 
・ 内出血が出来る原因を突き止めたい！ 
・ 痛い思いをさせたくない！ 



基本情報 
89歳女性 要介護５  
介護面：排泄（おむつ）、入浴、移乗、着脱、 
     移動（車いす）は全介助 
     食事は右手でスプーンを持ち、何とか 
     自己摂取 
     ベッド対応、体位交換必要 
     介護拒否は見られない 
アルツハイマー型認知症：意思疎通困難 
貧血の為、増血剤服薬中：出血斑になりやすい 

内出血を繰り返す利用者S様 
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既存の再発防止策の確認 
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いつ、どんな時に内出血が 

出来たのかを知る必要がある 
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検討① 

対策① 

・ 毎オムツ交換時に下半身のチェック 
・ 毎離着床時に腕、足元のチェック 

ケア会議での検討・対策内容 



以前のものか、新たに出来たものかを
分かりやすくする 
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検討② 

対策② 



車椅子上、ベッド上での体の動きを
観察し、日誌に細かく記載し、原因を
探る 

検討③ 

対策③ 

共同生活スペースにベッドを出し 
昼夜共に体の動きを観察 
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S様の気持ちを考える
と辛い 

本人の気持ちを無視し
た行為 

プライバシーに欠けて
いる 
 

介護者の
想い 

たくさんの葛藤 

共同生活スペースでは
人の動きが気になり眠
れない 

何度も服をめくり肌を
見られるのはイヤだ 

S様の 
気持ち 

「また内出血？ちゃんと見てく
れているの？」 

お世話になっているのだから、
言いたくても言えない・・・ 

本当は母を想うと今回の取り
組みはして欲しくない 

家族の 
想い 

不適切介護と分かりながら 

苦渋の決断 
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それでも・・・ 



職員の意識変化 
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・ 小さな動きも見逃さず、意識して見る 
  ことで、しっかり確認することが出来た 
 

・ チーム全体がS様を想い、S様の為に  
  同じ目標に向かい、最後まで諦めず、 
  必死に取り組むことが出来た 
 

内出血を無くすために、対策を 
徹底することの強い思い 



取組みを通し見えてきたもの 
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・ ベッドでは、ご自身で布団を捲る、補助具を 
  外されるといった行動が思っていた以上に 
  ある 
・ 夜間、就寝時に痒みがあり、体を掻かれる 
・ ちょっとした接触で内出血になりやすい 
  皮膚状態 
 
 
 
 

自身の体の 
動きにより発生 
している可能
性も出てきた 

 

内出血は減少
するが、 
ゼロには 
ならなかった 



・ 徹底した事故原因の追求 
 
 
に向けて、諦めず一歩一歩前へ・・・ 
 

事故防止委員の想い 

・ 職員の介護技術の向上と意識改革 

利用者 ・ 家族に安心して
もらえるような環境を 
提供していく 



介 護 の 現 場 か ら   
            ～副主任として～ 

介護従事者による 
虐待報道に心が痛む 

事故はゼロにはならないが、出来る限りの予測
を立て、限りなくゼロに近づけたい 

小さな事故でも誠実に家族へ連絡し信頼関係
を築いていく 



社会福祉法人 長寿会 
ブログ 『言いたい放題』を 
随時、職員が投稿しています 

、 
 

 
是非、ご覧ください 

 
 
 
 

ご清聴ありがとうございました 
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長寿会 言いたい放題 


